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  特定非営利活動法人「自立支援工房あんとんねぇよ」の地産地消ＩＴ機器リサイクルの挑戦 

   福祉マイスター育成について（CrushBox福祉サービスリセラーを認定） 

 

廃ＩＴ機器（パソコン/サーバー/ネットワーク機器や周辺機器）の法令順守リサイクルと福祉支援 

を行う、地産地消の千葉県モデルの構築を積極的に推進しています。 

 

日東造機株式会社（代表取締役/藤本義博）では、ＣｒｕｓｈＢｏｘシリーズ（市場シェアＮｏ， 

１）のＨＤＤ/ＳＳＤ物理破壊装置ＣｒｕｓｈＢｏｘ事業で構築したノウハウを、自治体、企業が 

排出する情報機器のデータ抹消（物理破壊）と障がい者や年配層の雇用を創出する事業所、特定非 

営利活動法人「自立支援工房あんとんねぇよ」を（２０１６年５月）設立しました。 

この事業は物理破壊装置ＣｒｕｓｈＢｏｘシリーズを持参して、お客様の目の前で記録装置・記録 

メディアの物理破壊を行うサービスで、破壊したメディアやパソコン等のＩＴ機器はご要望により 

寄贈いただき、ＮＰＯ法人内で手解体リサイクルを障がい者、健常者がともに協力して行うワンス 

トップサービスです。 

特定非営利活動法人 自立支援工房あんとんねぇよでは、この事業であるパソコンリサイクルに必 

要な教育として（1.手解体技術/データ抹消技術研修）、（2.社会人としてのマナー研修）、(3.コミュ

ニケーション能力アップ研修、情報セキュリティ研修、環境研修（廃棄物）等のスキルを習得した

福祉マイスターを育成して参ります。 

福祉マイスターは我が国の資源リサイクルと福祉活動の一翼を担うべく、ＤＳＣ（データ・セキュ

リティ・コンソーシアム）特別事業支援のもと、パソコン/サーバー/ネットワーク機器等の手解体

リサイクルを行うプロフェッショナル（1.2.3.4.5）技量を有する証として、DSC 事務局の日東造

機株式会社より福祉マイスター認定書を発行、当ＮＰＯ法人の有料会員として仕事を行います。 

（＊研修 2.3.4.5はＤＳＣ委託研修） 

 

１）ＮＰＯ法人 特定非営利等活動法人「自立支援工房あんとんねぇよ」の取り組み概要 

                      



２）福祉マイスターの仕事 

ＮＰＯあんとんねぇよ 出張ＨＤＤ破壊サービス及び都市鉱山ストラップが茂原市のふるさと納税の 

返礼品に決まりました。 

福祉マイスターはこの出張・記録装置/記録メディア破壊サービスを行います。 

  

 



  １．出張・記録装置/記録メディア破壊サービス         ２．都市鉱山ストラップ 

 

  

 

       

 

              イベント/社会貢献活動・パソコン解体体験教室 

                 

  



３）ＮＰＯ法人 自立支援工房あんとんねぇよのホームページ 画像 

   

       

        



 ４）今後の展開 

   情報セキュリティＥＸＰＯ ２０１８ 秋（幕張メッセ）に出展。10月 24~26日 

   日東造機、スステムブレイン、データ・セキュリティ・ 

   コンソーシアム、 自立支援工房あんとんねぇよ 共同 

   出展ブースになります。 

   （ふるさと納税 破壊サービスを展示/広報活動/プレス 

    リリース）） 

   ２０１９年 ＩＴ－Ｗeek 情報セキュリティＥＸＰＯ春 

   ５月（連続１６年 出展） 

 

  ●茂原ふるさと納税 記録装置・記録メディア破壊サービス 

  

   a,新たな需要層 

    個人、個人事業主をターゲットにした出張記録メディア 

        破壊サービスを新たに構築して行きます。 

    （福祉マイスター制度） 

     

   b,都市鉱山ストラップは上記サービスにおいて寄贈いた 

    だいたパソコンのキーボード、基板、電子部品を利用したストラップ等の工芸品を製作。 

     

● 出張/記憶装置・記録メディア破壊サービス&リサイクル 

 

          

●企業から排出されるパソコン等のデータ抹消とリサイクル&福祉活動を行う福祉マイスター受付 

 

 日東造機(株) ＩＴ事業部長 兼 ＮＰＯ法人自立支援工房あんとんねぇよ 理事（事務局）唐鎌益男  
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